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XXV. 栗 野 岳 洩 泉 の 放 射 能
鹿見島願栗野岳温泉は霧島温泉群に属 し,
幸峰の北西方に連なる粟野番の中腹に湧出す
る温泉であって,高温のラヂウム泉として知
られている.強放射能泉は一般に低温のこと
が多く,しかも日本の従釆知られている弧放
射能泉のPIIは6.2-7.0附近にあるのが普
通であるのに,本温泉は硫化水素含有の酸性
泉1)である鮎が特異であると考えられたので,
著者は昭和24年11月6-7日現地調奄を行
った.
先づ同温泉永峯氏の好意により同家に保存
せられている記銘を見せていただく.と,栗野
岳温泉のラドン含有量の測定は大正 4年8月
近藤平三郎博士によ.り行われてお り2)その測
定値は凡て温泉ガスに就ての借であることが
明かになった.数値は第 1表に掲げた如 くで
ある.温泉は附歯の如 く旅館の乗南方にJtLそ
3群の地獄をなして湧出してお t),無数の噴
第 1表 栗野摘温泉ガスのラドン含有量
(近藤平三郎博士測定)
源 泉 事 温 度
1リ.18× ]()10 Curieunits/1 5.18Mache
81.3 ×10~10
19三 ×1()10
(大正4年 8月)
栗野 馬主温泉
I.IT. 八幡地獄
ITI. 前の湯地獄
IV. 籍の湯
〝 iZl.9う 〝
〝 乃1.86 〝
竹の湯及び憶の湯源泉にEj:何れも故意に地未水
を導入して央水量を増加せ しめ,かつ長塩 を代
下せ しめている.
気孔から常時青をたててガスが噴出されてい
る.噴気孔の周囲には針状の硫黄の結晶を認
め,附近の地表に白色の簡明碁の結晶★が析
日日ノている.温泉は地表水乃至地下水が噴気
ガスと混じたものを]三鰻となすものの如 く,
含水量が少く,夜色泥状をなす独泉が多い･
放射能の測定は科研製IM泉効計,pHは
此色 (現地)及キンヒドロン電極 法 に よっ
た.測定成績は第2表にまとめた如 くで あ
る.八幡地獄の2佃所の噴気ガスに就ては ト
ロンの測定を試みたが誇明 し得なかったラド
ンも0.024マツ-という検量であったが,蒸
し風呂内の墨気のラドン濃度はO･35マ ツ-
*(芦津の分析によると第 3表の如 き組成を有 LHalotrichiteの一･種に層する)
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第 2表 柴野岳温泉水及ガスの放射能
1
7/ⅩⅠ 八幡地獄清水 ;140C ㌻6.9`
7/xl 竹の静源泉 i68〇C .1.98E 3.45 ×1(｢10
t',/ⅩⅠ 槌の陽源泉
丁/XI 箱 の 揚
720C L I 9.6()×lCr川
? ?
?
? ? ?
?
:ミ'l I:..∴ :I:. 一Tll
第3表 柴野荷温泉の鉄明≦牲
(flalotrichite)
分 析 値
Al203 10.3i'
FcO 4.91
Fei,03 0.71
SO3 :H.T5
H_-0 48.95
m● 0.10
inS()l ().ll
llL.0
CaO
Ki,0
Nfli20
??
??? ?
? ?
? ?
(怒式的FeHAE.1ま
分 析 者
芦擢 峻
ETsIB141ミet3/lH_O｡)
lil.4 ×101 ()
0.OB7×1〔JI10
1.24 ×101 0
(-)
～)i).8,･>)
組合せ た剖
〔Ali･(Soヰ)3つ 〔0･7FeSOA=〕 〔0.5HコS()4〕⊂27
H_oO〕,〔Fe甘2〕Al2(SOL)t24H20+:',H20
(無式的 HEllotrichte ＼
に達 していた.
八幡地獄及び前の湯にそそぐ清水のラドン
含有量を測定すると前者は静 1月困難,後者は
0.47マツ-の他を得た,
温泉水のラドン含有量は竹の揚仮免 (八帽
地獄)0.95マツ-,煙の湧源泉(前の湯の地
獄)2･65マツ-,箱の湧 3.95マツ-となり,
泉水の湧出位執ま後者程低い所にある.此V)
様な傾向は黒田和夫博士が噂富鋭泉に於て沈
? ?? ? ?????
?
? ?
?
?
??
に認めた所見と一致 している.大正4年に近
藤博士が温泉ガスを分析された時の成績 も地
形的に最も高位にある1既のラドン含有量が
最低で,最も下位の3牧のラドン含有量が最
高を示 している.
倍箱の湯は泉混91oCであったか ら,比の
温度に於て3.95マツ-の泉水のラドン含 有
量に平衡な温泉ガスのラドン濃度を計算する
と凡そ40マツ-強となり,近藤博士の51.86
マツ-に近い値が得られる.岩崎博士等3'の
阿蘇火山に於ける火山ガスのラドン含有量測
定の成績から考えて,本温泉のラドンは噴気
ガス中のラドンが泉水に溶解 したものではな
いかと想像せられるが,勿論断言 は で きな
い.1日_し著者が今回測定Lた際の噴気ガスの
ラドン含有量は泉水のラドン含有量に比 し,
むしろ小に過ぎていたが,ガス測定準備が不
十分であった矧 ⊂各源泉に於て泉水と平衡に
あると考えられる温泉ガ,スの採取が不可能で
あった叫ま遺憾であった.
結局今回の著者の調奄成績からみると,栗
野岳温泉は放射能泉に屠せ しめるよりは療化
水素含有酸性明然様碁泉に屠せしめる方が通
常であろうと考えられる.
(本折究は文部省科学軒究費 に依ったことを附氾
す る) (_I)4.liz.61
放射能泉I=関す る軒宅 (XXV-ⅩXVII)
HVI. トロン泉入浴の白血球像に及ぼす影響
著者はさきに 1.ロン泉入浴の生髄に及ぼす
影響に閲 し2回に亘 L)報告する所があっ た.
今回も前2回と同じく一群6匹のマウスをト
｡ン泉の源泉に入浴せしめた場合と,同泉水
を密栓10分間放置後同温同時間の入浴 を行
わしめた場合とを比校 したのである.しかし
て比の二群の差をト｡ンに基 く影響と解梓し
た.所で此の貰験を行ったの は昭和24年5
月であったが,昭和25年3月に至 り常 研 究
所芦揮峻助手と乗大帝藤信房博士とによt)著
者の使用した源泉の岩壁に弾力な声乃至 丁放
射能を有する温泉沈澱物が竣見せられるに至
ったので,上述の解樺は一部訂正を必要とす
ることを附記しなければならなくなった,即
ち源泉内に直接入浴せしめた場合には泉水中
の IT7ンやラドンと共に涯泉周壁よりの芦並
に7線が作用する.比の内β線は浴水により
著 しく吸牧せられたであろうが 7線は5-10
C】nの潜水を透しても荷十分に動物に作 用 し
たと想像せられるから,前2回並に今回の報
薯におけるトロン泉入浴の影響には トロンの
･J線作用におそらく1､1)ウム系元素のT抜
く及びβ線)の作用が加わったものと解鐸し
なければならないであらう.併し勿論放射線
量の比からみて トロンのα線作用が主鰹をな
すものであろうと思われる.
茸験に使用した源泉は前回同様三朝は泉大
橋の湯で,マウスの入浴方法は閥J)に準 じ,浴
洩35oG前後,10分間,浴前,浴底後 (毛を
よく拭いて乾燥せしめた筏),及び24時 用後
に尾静脈を穿刺 して探血,のせガラスに塗抹
槙本を作 り,メチルアルコール固定,ギムザ
染色後,法の如 く検鏡, 白血球像を調べた.
赤,白血球数,血球素は出血量が少く検索で
きなかった.
萱 験 成 績
6匹の平均値を表示したが浴前 値 及び24
1.-i
時間値は両群とも殆ど差がなし1.差があると
思われるのは浴直後の襲化で い]ン源泉群に
於て好中球埼多とリンパ球減少とが対照群に
比 し著しいことである.即ちトロン泉群で前
者棒状棲,多型棲合せて58.5%なるに劃 し
て対照群49%,1)ンパ球は トロン泉群36%
に封 し封照群46.5%である.浴前値は トロ
ン泉群好中球38.5%,1)ンパ球56.0%,封
)王'tl.群37.5%乃至56%で差がない. 浴 後24=
時間ではトロン泉群好中球28.5%, 1)ンパ
球63.5%に封 し封照群のそれは29.0%及び
62.5%で殆ど差がない.浴前借と比較すると
24時間後に両群共に相封的の1)ンパ球均 多,
好中球減少,革勧 求増多が認められた･
白血球数を計測 しなかったので上述の撃化
の債に推計撃的な検討を加えるに至っていな
いが,大腰の傾向として トロン泉入浴群に於
て封照群よりも浴直後に於ける反麿が頼著で
あることを推定 しうろであろう.
好中球壇多やl)ンパ班減少は非牛も異 的な生
鰻反歴にみられる婁化であるから,之が果し
て トロン乃至はその壊堅物等の壇接的な骨慌
刺戟作用を示すものれ 或は二次的な刺戟作
用の現われであるかは伺未決定である･
1､ロン泉入浴と白血球像 (%)
マウス6匹平均値
トロ ン源泉 入 浴 群 1日分放置-.泉水 鞘
浴前 LFI後 巨 哨 浴前
?
? ? ?
? ? ? ? ?
? ? ?
? ?
? ? ? ? 〈 ‖ ?
? ?
??
? ?
?
? ? ? ?
? ? ? ?
?
?
不惑iuPTL妊1U分間
トロン3(〕0-500トロ ンマ ッヘ
ラ ドン ,r)0-70マ ツ-
直後 巨 三川寺
? ?? ? ?? ? ?? ? ? ? ? ? ?? ? ?? っ ?
? ?
? ? ? ?
? ?
? ?
? ?
? ???
?
? ?
? ?
?
?
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マウスの白血球像を検索することにより,
トpン泉入浴は封照に比し相封的好中球均多
と相割的1)ンパ拭減少をより強く起させる傾
向があることを認めた.24時間後には浴前
仙′こ比し相判的好中球減少と相封的リンパ球
増多及び畢横紙噂加の傾向が認められ たが,
比の際は封照との問に差が謹明され なかっ
た,
文 献
大鳥良雄 :本誌.,3耽,昭25.
ⅩⅩVI. モ ナ ザ イ ト禾 外 用 の留 学 的作 用
ト.,ン泉の研究が進むにつれて,7.Pン泉
の源泉入浴に際しては源泉壁に附着してレト?J
放射性温泉沈澱物の影響を無税し得ないこと
が推定せられるに至った.モナザイトはト1)
ウムの原鏡であって放射性平衡にある各種の
1､1)ウム系元素を含有し,絶えず トロンを竣
散している.著者は裸て谷川浩氏よL)モナズ
石未の分輿を受け,臨林的乃至葺験的に使用
していたので, トロン泉の雷撃的作用と比較
する目的で従水のモナズ石未使用成績の一部
をまとめてみた.
1) モナザイトの放射能
モナザイ トを入れた瓶内の茎気をIM泉効
計の電離槽内に注射器を以て手早 く注 入 し,
箔の動きを謹むと,第 1囲の如 くに毎分の目
盛 L)の読みが凡そ1分毅の年波期を以て減衰
する曲組をえがく所から,此の茎束内にトロ
ンが含まれていることが推定 される.
第 1固 モナズ石末上の基気に含ま
れる トロンの放射能
Diy/zDin
l 之 a 4 5 6 7 8 8
乾燥した内容150ccのガラス矧 こ賢験に使
用したモナズ石末0.7gを入れ密栓,30分後
に瓶内の室束の トロン濃度を上と同様に泉効
計で測定すると凡そ190トロンマツ-の値が
得られた.
白色ワゼI)ンに10%の割合に上記の モ ナ
ズ石末を混和したものを4×5(!ユ1の ガ ラス
板rLに薄 く塗布し,ガイガ-ミニルラー管の
窓の直下5cmにおいた場合の カウントはバ
ックグランドを差引き5分平均で毎分108に
達した.因みに三耕温泉o旅館の 1､｡ン源泉
壁から昭和25年3月採取せられた温泉沈澱
物を乾燥粉末とし,5%の割にワゼ1)ンと混
じたものを上記と同じ催件で計測すると毎分
平均103のカウントが得られたことを附記す
ち.此の沈澱物の放射性成分の年は ト1)ウム
系元素であって芦輝が別に報告したように2
×1011g/gの Rd･Th･と 1×10-13gl/gTh･Ⅹ
が謹明された.
賀験に使用したモナズ石末は谷川活凪 こよ
るとマレー地方イポー産で凡そ11%の酸 化
ト1)ウムと0.4%の酸化ウランを含有すると
いう.
2) モナザイトの外塙と血液像
10-40%のモナズ石末rJゼ 1)ン混和物 U)
0.5gを10×1OClnの面鏡に毛を短くはさみ
きったウサギの背部に塗抹し,その前及び 1.
3.5.鮎 .4=8乃至72時PurJ後に耳静脈よL)拝
血,型の如く血球算定と白血球像を検索した.
第1表はその一例を表示したもので あ る.
放射能泉にBEする研究 (ⅩXV-ⅩⅩVII)
4例につき観察したのでは血球素の撃化は不
定であった.著しい襲化は無いと思われ る.
赤血球数は2例に於てモナザイTt外用後数時
間で一過性に軽度の増加を示した.白血球数
は全例とも増加を来し,その最高値はモ,外
用後3-5時間後にみられ,以後漸次前借に
戻ってゆくが,24時間後も倍前値上L)は高い
値を示した.白血球の百分率では白血球数の
増す時期に慣性醗好性細胞増多と相封的 リン
パ球減少とが認められ,24-72時間後に至
ると1)ンパ球が漸次増加,年数に於ては前値
よりも高い値に達した.酸好性細胞も外用複
に増加する傾向が年数に認められた.
比の様な血液像の撃化は トロン泉入浴に際
してマウスに裁て認められた嬰化1)とよ く似
ていることを指摘 しておきたい.
第1表 AIUnay･ite外用とウサギの血液像
8 2.3kg (4()%MonaziteVaselinel
赤 4.78㌢
自 5oOOE
幼.f･-Fi.
1Il]ェ
?? ‖ ?? ? ??? 】? ?
?
lG.LF=);14.()
多 〝 23.5
ェ オ 0.5
数 ().5
1)ソバ 57.0
_PE 2.0
裏
3.0
0.5
3 7 . 5
:.:.H
赤血球 単位 100万
3) モナザイトフアンゴと白血球数
別府紺屋地獄の錬泥に10%の割にモ ナズ
石末を混じたモナザイトフアンゴ を種々の痔
病性疾患患者の局所に貼用し,その前後に放
ける白血球数 (耳菜よt)採血)を比較 した-
方モナザイトを混じない別府フアンゴを同様
の方法で使用し判J照とした_患者は腰筋痛,
慢性関節1)ウマチ,慢性謄嚢攻の3種類であ
り例数は全部で怪に11例である.
第2表に掲げた棟にフアンゴ貼用後は概 し
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て末櫓血液の白血球数が減少する傾向が認め
られたが,モナザイトフアンゴと単なるフア
ンゴのみの場合との閥に著しい差違を認めな
かった･臨林的には仝例に於て艮効を認めた
が,効果の程度も此の茸験の範囲では両者闇
に特別の違いを認めるに至らたかった.
第2表 1%1lonazite･Fangoと自血
班敏 (セヒ)
638t926r962
伊J
直 後
959L869i96り
1串 障 Z
別府 恥ngo
8200.1Cl〔心
9tl,OOJ9900
4) モナザイトの外用と皮下結合組紐の
生染度
トロン泉入浴に際しては到1!'tiた る10分放
置 トロン泉水入浴に比し,入浴群マウスの皮
下結合組按の ト7)パン青による生染度が克進
していることをさきに報著した.閥教授2'に
よると之は皮下の線純系が刺戟せられたこと
を示す.
1(1%モナザイトワゼリンを毎日マウスの
背部 (毛を短く刈っておく)に塗擦し,3日
後に1% ト1),1ン青0.4%食塊水溶液,鰻重
10g毎に0.1ccを尾静脈よL)注射,30分乃
至7時聞後にマウスを殺し,皮を別放し,放
下結合組損の生染度を肉眼で観察した.封照
はワゼl)ンのみを塗擦 した.
結果は毎常モナズ石衣のあたっていた部分
の皮下に封肌て比 し著明な育染を認めた.那
ちモナザイトワゼl)ン外桐も皮下の結合組綾
に刺戟を輿えることがわかった, (放射能泉
に関する研究 (ⅩⅩII)の附尚を参J!召.され た
い)モナザイトは トロンを塾生するのみか,
上述の如 く.β乃至丁放射能を有する種々の
壊奨物を合有するから,上記の刺戟作用の原
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周をトロンのみに求めるわけにはゆかない･
5) モナザイ1･外絹とHyalt11'Onidase
モナザイT.ワゼl)ンの貼用により投下の結
合組織の生染渡が増加することを上 に述べ
た.ユIenkin4)はtJ)パン青の静注によ i)彼
の炎症杓子の研究を行っており,炎症の局所
に色素が同定される傾向があることを認めて
いる.上記の生染度の増加も投下の結合弧線
の細胞が積極的に色素を貧喰する能力が増加
したのであるか,或は又血管の透過性が均し
て色素の血管外-の逸出が脅した馬におきた
現象であるか を うかが う目的 で Dul･an
Tieyntqlsの琉散因子 Hyaluronidaseとモナ
ザイト外用との関係を検索してみた.
賓験方法 :ウサギの車丸を磨砕,9倍量の
l)ンゲル氏液を加え.よく混合し,遠心した
上清を1%トl)パン青0.4%食壇水溶液と等
量に混じたものをflyalu一`onidase液とする.
封照には1)ンゲル氏液とトl)パン青液とを等
量に混和した液を使軌
範3表 A モナズ石末外用とHyall.rO.li(lase
色素斑直径二方向平均値mm
24時間借 (ウサギ)
vasel･'ne 卜0%n･(,naziteVaBe･･'ne?
? ?
…
?
? ?
?
?
?? ?
㍗?‥
D.R. 1 Ringer? ?
? ?
?
? ?
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?
?
? ?
? ??? ? ?? ?
? ?? ?
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第 3表･ ]1
24時間値 と直後倍 との差
良 雄
Vas. 1 1Ⅰ.V
R i D i D
I)IS L 3154.95
* a-0.05で有意
D.･Hy.TtIuronidaSe振合統
R:対照 Ringerのみ注射
九1:モナザ イ ト
5萌のウサギの背部の毛 を10×15ellの
面鏡に短くはさみ切り,1側にワゼリンを,
他側に10%モナザイトワゼリンを塗擦,翌日
各側に互に6cm以上の距離をおいて上記 の
五･液乃至封滑液各0.1ccの皮内注射を行う.
注射直後20分後及び24時間後に青色斑の直
径 (2方向)を物指しで測定,表には長径及
び之と直角な方向の直径の平均値を揚げた.
質験成績 ･第3表A及びBに示した如 く,
叫容液の注射個所は封,F!i1)ンゲル液に比 LlEq
に色素の凍散が著しい.分散分析湊で検定し
ても有意の差が認められる.(a-0.05)
佃平均値でみるとモナザイト側はワゼリン
革弼側に此し概して色素の撰歌が大である桟
に思われる.しかも比の差はII液の場合に-
屠蘇著の如 くである.併し分散分析法で検定
してみると危険率0.05に於てもモ側と封)i('t
側との間に有意の差を謹明できなかった.之
放射能泉に関する折究 (ⅩⅩV-ⅩⅩVII)
は例数不足が関係 しているのであろう.
考案 :放射能泉やレントゲン841!試射が消炎
的に作用することが知られているから,モナ
ザイ7.の外周も同様に作用し,皮下線組系の
色素貧喰能の克進による横散の固定が認めら
れるかもしれぬと預想 していたが,賢験成績
は複軌 こ反した.Sh1man与)はアスコルビン酸
が,Sejftel'6)L･j:a】<WmingSti】-1uliが,nlenkin
7'はA･C･E･がHyaltlrOnidEtSeを抑制すると
のべている.jgf･図月)や著者9) は放射能泉入浴
直後血液乃至皮膚のアスコルビン酸含有量が
増加することを誇明,春名教授JO)も放射能泉
湾流翌日に皮膚のアスコルビン酸含量が局所
に於て槍加することを報肯 している.仰 し春
名教授によると507のレ線上!i射後は一 度 皮
膚の7,が減少した後著 しい増加の時期が来
るという_
モナザイ トによる刺戟によE),推計畢的に
確詮はせられなかったが,局所の皮膚が封照
例に比LHyaluronidftBeを抑制せず,むしろ
その作用を増強するかにみえる成績を示した
増由は,レントゲンの場合と同様に局Wrにお
けるアスコルビン酸の減少,充血等がまづ生
じる第一期に村営した時期に茸験が行われた
環であるかも知れぬ.比の鮎は今後追及検索
する預定である.榊原教授によると血管透過
性を克めるが如き物質や操作は急性炎症抑制
的に作朋するというから,モナザイ ト外剛の
消炎作用を期待することも無坤ではないかも
しれぬ.
6) モナザイ ト浴と血液カタラーゼ
森永1日は放射能泉の入浴後には同盟の淡水
浴後よりも血液カタラーゼ作用の浴による減
少の院復が早まるか,又は教時聞後浴前他よ
I)も東にJ;享T'-する場合があることを認めてい
ち.
モナズ石は少量のウランの他に そ の 凡そ
10倍量の ト1)ウムを含有 し, 放射平衡に あ
る各段階の填壁物を含有 しているが,その半
減期からみてラヂオ ト1)ウム, ト1)ウムXを
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含む溶液は疎め ト｡ンを駆逐 しておい て も,
凡そ7分後には トtlンとの問に平衡が成立す
ることになる.
そこでモナズ石末の凡そ 1gを8～の 水 に
混合 し,10分間以上放置後,電気的に加温,
4300とレ ケヾツ内でウサギ5分間の全 身 浴
を行わしめ, その前及び1.2.3時間後 に耳
静脈よL)採血,井上民法】2'によl)血液のカタ
ラーゼ作用を測定 した.
雫験に使月日ー たウサギは5頭で成環は第 生
家に示した.即ち5頭中4頭は浴後に浴前値
よL)も高いカタラーゼ数を示 しているが,浴
によるJhl液｢カ｣値挙動の型は一定で な か っ
た.43oC5分間の淡水浴後には-舷に浴直後
血液カタラーゼ数が著 しく減少し,3時間後
にも屡々浴前値より低い値を示すのが普通で
ある.従ってモナザイ ト浴は森永が報著した
ラドン泉浴とよく似た経過を示 したものと思
われる.前述のモナザイ トを混 じた浴水は和
宮量の トロンを含有 しているから,モナザイ
ト浴の作川は トロン泉入浴の作用の一部を推
定する資料になるであろう.
第4表 n生onfLT,ite浴 (1gう81)
と血液 カタラーゼ(ウサギ)
症 例 l 1 i り ･ J -､ l
? ?? ?? ?? ?? ??? ? ?
5.15
4.7二三
･1.46
5.62
射,｡C 5分間入浴
7) モナザイ ト浴とEyalu1●OnidaBe
5)に於てモナザイト, ワゼ 1)ンの外用が,
Hya11'OnidltSe作用をむしろ増強する事等を
認めたことを述べた. 昭和 25年4月の日本
温泉気候軍令の瓜 Lで八円教授から高温浴は
H作用を抑制するという意見をきいた の で,
430G5分間の研究所泉浴を動脈とし,之にモ
ナザイ トを混和 した温泉宿のIT作用に及ぼす
影響を検索 して, トロン泉入浴の影響を探 る
手がか りを得んと試みた.
20 大 島
賃験方法と材料 :研究所泉は10-20マツ
-程度のラドンを含む食塊泉 で あ る.浴温
4300,浴時間5分.モナズ石末1gを 6)に
於けると同じ割合に研究所泉水に混じたもの
をモナザイト浴とした.
Jl液と封照 ワンゲル氏液の製法は5)と同様
であるが,今回は自ネズミの皐丸 を使用 し
た.ウサギの背部の毛を短 く刈り,まづ1側
に於てlJ液乃至封照液各0.1ccの皮 内注射
を行って,注射後20分まで色素斑の直径 を
5分毎に記録,次に上記の温泉浴 を行 わ し
め,浴後乾いた布で毛の水気をよく拭い去っ
た後直ちに反封側に於てJr液及び1)ンゲル氏
液の皮内注射を行って, 注射後史に20分ま
で再び色素斑の直径を測私 翌日両側の色素
IEXlfの直経の再測定を反復した. 従って24時
用後の測定値は両側共に入浴の影響が加わっ
ているわけであるが, 封慣例は始めの20分
間は少くも入浴の影響を受けずにいたことに
なる.
賓験成績 :第4表に示した如く Hy･の作
Jilは注射後10分で既に明であるが, 研泉浴
後には封照1)ンゲル液による色素斑 も,H液
による色素斑も非入浴側より小さい傾向があ
る･之に反してモナザイト浴の場合には非入
浴側より浴後側の方が汀液,1)ンゲル氏液共
に色素斑が大きい傾向がある.モナザイト浴
の場合について要因分析表を第音表Jiに掲げ
たが,浴.時間による色素斑の増大,Hの存否
はいづれも危険率0.Oiで有意である.
即ちモナザイト浴はモナザイ トワゼ1)ン外
用と同様に局部細織の透過性を克めることが
咽になった.此の影響は Hyalul･Onidaseの
あるなしに拘わらず現われるのであって,Tr
の横散作用のみを特異的に増強するわけでは
ない.Sh1-an5'はビタミンGが汀を抑 制 す
ることを認め,外聞は同じく高温浴後に皮膚
や血液の還元アスコルビン酸が増加すること
る理由は説明が容易であるが,モ ナザ イ ト
は高温浴のIl抑制作用に封抗して之に打勝つ
良 雄
方向に作用するものと思われる･
第 5表 A
モナズ石末加浴 (Ll3°05分) 及び対照温泉浴
(4･L',OC5分) と描散因子 HyfluronidEISe色
素斑直待11m
封 紹 液 iHyalur.
ゥ サ ギ 回 1r,可20中 時回 15分boL'-
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弟 5表 B
?
? ?
? ?
? ㌧】
要 田 I SS. Zi1 V
nl-1 n2-t'ほ T=+;一壬か (α-().0和
8) モナザイトと細品 育
閲教授等1一与)はラヂウムを含む池刑疎泉の沈
澱物等の放射性銀座を使用し,之等が度々細
菌の讃青を抑制する場合があることを認めて
いる.ラヂウム溶液がラドン平衡に達するに
は約1ケ月を必要とするが,上述の如 くトリ
ウムXとトT2ンとの間には凡そ二7分飴で平衡
が成立するので,培養基にラヂウム含有鎖透
を含めて使用する場合に比し,モナズ石末を
放射能泉I,=関する研究 (XXV-XXVIT)
同様に使用する場合の方が容易に放射平衡に
達 した状態で買験できる.
･q)モナズ石未を普通ブイヨンに1%,0.1
%,0.01%,0.001%,0.0001%,の割合に混
和 した培養基を作 り, 1OOoGで30分間 3回
滅菌後放冷, 24時間培養した普通太陽菌乃
至寺島株ブド～状球菌ブイヨン培養液の-白
金耳宛を加え,24時間3700のフラン器内に
おき,こん濁度から覆育抑制度を判定 した
所,上記の濃度では何れの場合にも篭育抑 別
が認められなかった.
b)ペ ト1)-シャーレに平板塞-:Jf培養基 を
作 l),上記の薗液を平等に一風 こ塗探 し,窓
側にモナズ石末 0.1-0.5gをお:いて 370()
のフラン器に入れ,弘 48時間後に観察 し
た･モナザイ トよI)叢生するトロンが もし澱
薗作用乃至細菌叢育抑制作用を示すな らば,
モナズ石末をシャーレ内に入れぬ封)I(号に比 し
てシャーレ内全般に菌の捷青が抑制されるで
あろうし,叉 トロン以外の ト1)ウム系放射性
元素よt)放射 されるβ線乃至 7線が菌の著青
に何等かの影響を輿えるならばモナズ石末の
直上の部分で影響が最 も大きく出るであろう
と想象せられる. 寮天平戟
モナズ石未
葦姶 してみると寺島株ブド一紙球菌 も普通
大腸菌も封照と全 く差を認め難い程度に篭育
した集落を形威 した.
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紙 括 :口綱目25年3月三朝温 泉 の- ト2ー
ン泉に於てモナザイトに匹敵する放射能を有
する温泉沈澱物が掘東壁から蔑見された.そ
こで トロン泉の腎嬰的作用と比較する目的で
モナザイトを使用して質験 した成績を記述 し
た.
11 ウサギに10- 4=0%モナザイト,ワゼ
1)ンを塗擦すると軽度の白血球増多,慣性憤
好性細胞簡多及び相判的 1)ンパ球減少がおき
る.1-3日の後にかかる肇化は漸次快復に
向う.
2) 10%モナザイ トフアンゴてん静 を行
った患者に於ては慶遣前に比 し鹿茸後に末桁
血液の白血球数が減少する傾向がある･
3) 10%モナザイトワゼ 1)ンを塗 擦 す る
と局所の投下結合組級の色素横取度し生染度)
が増加する.
4) モナザイ トワゼ1)ンの塗擦 はfT.V(qltn'0-
1idaseの蹟散作用を抑制せず, むしろ之を
増強する傾向を示した.
5) モナザイ ト浴をとらせたウサギの血液
カタラ-ゼ作J1の撃化はラドン泉浴 と類 似
し.播後 l-3時間に於て浴前値よりも高 く
なる場合が多い.
6) モナザイ ト浴は紐粒の透過 性 を増 し
HyaltlrOnidaseの作用を促進する傾 向が あ
ち.封照であるキナザイトを附加せざる三朝
洩泉浴は之に反 し Fy山 一10nidaSe の作用を
むしろ抑制する傾向を示した.
7) モナザイ トは普通大腸菌乃至寺島秩ブ
ドー 状球菌に劃 し篭育抑制作月ほ 示さない.
主 要 文 献
1)大島良碓 :本誌.4米,昭;2'1. 12) 朗 tE次 :岡山雷撃魯誌,LlG(17),3,01=',昭9;解剖撃雑
読,20(1),35,昭17. 3')大島良雄:本誌,3沈,昭25. 4)Menkil,V∴ JIExper.n王ed･,
53,E317(19:il). 5)別ュuH1an.C.R.:Proc.Soc.Exper.B】ol.氏Men.,73(12),248(195()I ('･)
Seifter,J.ctc.:Proc.Soc.Exper.Biol.&ユJIed.7_',13,t3(1949). 丁)llenkin,V･:Al-1･J･
PhysioL,129.691(19｣0)･ 8)外囲正純,大鳥良雄 :日本法泉気候食詰,14(4),loョ,昭24･ 9)
大島良雄 :本譜,4舵,昭2f3;昭和24年岡山腎畢昏絶昏演記. 10)春名秀之.･第3回日本i盟兵科拳
骨演説,昭和25年4月. 11)森永 蒐 :本誌,2狭,昭125. 12) 井上文疲外ヨ名:東京腎甲骨雑
読,39(8),1304,大14. 13) 開 正次 :日本温泉名弐俵昏諾,13(:ち),一呈9,昭22.
也 大 島 良 雄
sTUDIESOFTHERADIO_ACTIVESPRINGS(XXV-XXVJl).
By
YOSHIOOSHIMA.
'XXV THERAD10･ACnVITYOFKURINODAKE
HOTSPRING.
lnJap.tinl1108tOfthestronglyradioITLCtivesl→1･ilgS】川SapH between612m-a
7･2･Kl一･ilOdake壬IotSp一･inglSSituatedonthenorth-westel･nmOunt･ainsideof
volcilIOl{irishimai一n(Iitbelongsto ithydrogenSulphideconti17.nil唱 a･Cidaltlm
vitl.iolspl●ing(pH2･0)･AridyetitwassEtidtobeash･(,nglymdio-itCもivespl･ing･
In1915H.RondomeヱlSured TheRadon contentoi tleIlermalga8and thLt
maxinl主もlcontent(lbsel･VedattrhFLttimel柑S192×1010Cul･ietlnits氏.Ttdonperliter.
'llheatlthorreinvestigiヽtedtheradio-'qcbivityofもhermalwatel･,TtndgiLSOf
Kul･jlOdakeinrVov.1949.
Thelml,XinlalRfL(Ioncontent,ofthethel･nlalwaterrecordedthisti】1el,its
14･4×1010Clrietl】itsperliter.hJorlhOrOnWasPl･OVeC1inthermともIgas.
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4) 1-3 hours :l.fter n, hot monazite hath, (1 g of powdered monazite was
added to 8 liter water, thoroughly stined and warmed to 43°C), fL rise in the
blood cataln,se was observed as compared with the plain hot water bath at same
'temperature.
5) A hot monazite bn,th increased the pel"llleability of tissue and promoted
the activity of hyaluronidase, while a control thermal bath showed a tendency to
decrease the nermeability and inhibit the enzyllle activity.
6) Monazite showed no bactel'iuidal effect on B:l.c. Coli COnmHlI1e and Sta-
phylococcus am'eus (Terajima strain}
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